
学校名 狭山市立水富小学校 

  本校児童会生徒会は、｢さやまっ子の誓い｣を 

 

承認します ・ 承認しません。 

 

本校のいじめ防止に関する実践 
令和６年度 水富小児童会スローガン 

「だれとでも協力し 笑顔たくさん 水富っ子」 

 

 

 

 

 

 

①各委員会の取り組み 

・あいさつ運動 

  代表委員会が各学年の昇降口の前に立ち、挨拶の呼びかけを行ってきました。自分

から進んで挨拶をできるようになってきました。子ども達に挨拶に関するアンケート

も実施し、実態調査も行っています。 

  また、「一緒にあいさつ運動をしてもいいですか？」と代表委員以外の子も参加する

ようになり、挨拶の輪を広げようとしています。 

 

 

 

 

 

 

・委員会からのお知らせ 

  より良い水富小学校にするために、ポスターを作成し、協力を呼び掛けています。 

 

 

 

 

 



②学校全体での取り組み 

・なかよしタイム（縦割り班活動） 

  月一回、水曜日に、なかよしタイム（縦割り班活動）をしています。５・６年生が中

心になり、室内遊びや外遊びの計画を立てています。低学年の子でも分かるように、実

演したり、分かりやすい遊びにしたりと工夫が見られました。学年を超えて遊ぶことで、

協力し合い、笑顔で活動することができています。 

 

 

 

 

 

・水小遊園地 

  水小遊園地は、縦割り班の集会活動です。高学年がリーダーとなり、縦割り班で協

力してお店作りをしたり、小グループでお店をまわったりします。 

  代表委員会で、「学年関係なく団結し 楽しい思い出をつくろう」とスローガンを決

めました。各学級でお店を作ることでクラスの仲間と仲良く助け合ってお店作りをし、

縦割り班でお店をまわることで縦割り班の仲間とも協力しながら楽しく遊べるように

と考えたスローガンです。一人ひとりが自分の役割をしっかりと果たし、優しい声掛

けが様々な場面であふれていました。笑顔いっぱいの一日となりました。 

 

 

 

 

 

・人権標語、人権作文 

  人権作文集「はばたき」を読み、人権 

 作文を全学年が書いています。 

  また、５年生を中心に、いじめのない、 

 誰もが笑顔になれる楽しい学校を目指し 

 た人権標語にも取り組んでいます。 

 

 

様々な活動の中で、「だれとでも協力」することで、「笑顔あふれる水富っ子」を目

指して頑張っています。 

 


